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カワゲラ目で初めて確認された胚軸非逆転型の胚運動（昆虫綱）
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　カワゲラ目（襀翅目 Plecoptera）は河川上中流域に生
息する不完全変態昆虫の一群であり、おもに北半球に生
息するキタカワゲラ亜目（12 科）および南半球にのみ生
息するミナミカワゲラ亜目（4 科）の 2 亜目 16 科からな
る（Zwick, 2000; Fochetti and Tierno de Figueroa, 2008）。カ
ワゲラ目は新翅類昆虫の中で最初期に分岐した多新翅類
の一群とされているが、多新翅類内における本目の系統
的位置については 10 を超える系統仮説が提示されてお
り、その系統学的なコンセンサスはまったく得られてい
ない（e.g., Beutel et al., 2013）。このような系統学的議論
において、比較発生学は有効なアプローチの一つである。
しかし、カワゲラ目の発生学的研究はキタカワゲラ亜目 
2 科におけるいくつかの研究、それ以外の科に関する断
片的な知見があるのみである（e.g., Miller, 1939, 1940; 
Kishimoto and Ando, 1985）。そこで発表者らはカワゲラ目
の系統学的理解および多新翅類のグラウンドプランの再
構築を目指し、日本産キタカワゲラ亜目全 9 科を対象と
した比較発生学的研究を開始した。

　日本産カワゲラ目 9 科の胚運動を比較したところ、6 
科においては、先行研究で知られているように、胚反転
は胚軸逆転型であった。しかし、トワダカワゲラ科、シ
タカワゲラ科、ホソカワゲラ科の 3 科では、胚反転に胚
軸の逆転が起こらないことが分かった。「胚軸非逆転型」
の胚反転はカワゲラ目で初めて確認されたものであるの
で、その理解のために、トワダカワゲラ科ミネトワダカ
ワゲラ Scopura montana Maruyama の胚運動ならびに胚膜
系の検討を行った。
　ミネトワダカワゲラの胚運動を組織切片で検討したと
ころ、胚膜系に特筆すべき特徴を見出した。すなわち、
他の昆虫類と同様に、一般のカワゲラ類の胚は、ダイア
ポーズ期に 2 層の胚膜、すなわち羊膜および漿膜で被覆
され、背方は漿膜のみで被われる。ところがミネトワダ
カワゲラの胚は腹面を 3 層の胚膜で被われていた。核の

形態学的特徴から、最外層の胚膜は漿膜、内側の 2 層は
羊膜と同定できそうである。2 層の羊膜のうち、外側の
外羊膜のみ卵背方に拡がるので、胚の背方はこの外羊膜
と漿膜の 2 層でのみ被われる。また、漿膜は崩壊傾向に
あり断片化していた。
　胚反転にともなう胚軸の逆転には、漿膜の収縮が原動
力として係っている可能性が高い。今回、ミネトワダカ
ワゲラで見出された胚軸非逆転型の胚反転には、このよ
うな特殊な胚膜系の状態とともに、漿膜の崩壊が大きく
関係しているのかもしれない。今後、胚軸非逆転型にお
ける胚膜系の発生過程を詳細に検討するとともに、胚軸
逆転型、非逆転型双方の胚反転を詳細に比較し、カワゲ
ラ目における胚反転様式の系統学的理解を目指していく。
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